
オ 第三者評価を受審し、評価結果に基づいた改善計画が作成され、実施されている

か。

「個々の子どもの特性に応じた支援を行うための専門的知識や援助技術の習得など（３）

職員の資質向上に努めているか」について

ア 基幹的職員を配置する等により、職員に対し子どもに対する支援の内容等に関す

る適切な指導（スーパーバイズ）が行われているか。また、職員の精神的負担を軽

減するための助言等が行われているか。

イ 子どもの状況に応じた指導方法の習得等について研修等を実施し、職員の援助技

術の向上が図られているか。

ウ 職員への就業規則、諸規程の周知は適切に行われているか。

「施設長が子どもの権利擁護や子どもの指導、職員の管理、危機管理に関して十分（４）

な見識を有し、適切に指導・監督ができているか」について

ア 懲戒に係る権限の濫用の禁止と施設内虐待の防止について、施設長として事件の

発生を想定して具体的な対応策を定め職員に周知しているか。

イ 個々の子どもに対する援助について、その課題、要因、今後の方針及び具体的内

容について、ケース会議や職員の報告を通し、職員全員が共有していくように指導

・助言を行っているか。

ウ 施設における事件・事故の発生について、職員間の情報伝達、報告を速やかに行

うよう徹底しているか。

エ 施設における指導や運営の方針について、施設全体が理解できるようにしている

か。

オ 職員の勤務状況等の職員の状態を施設長（管理的立場にあるもの）が把握してい

るか。

「子どもの生命を守り、安全を確保するために、事件や事故防止、健康管理に関し（５）

て必要な措置が講じられているか」について

ア 入所している子ども及び職員への安全教育等、安全確保・事故予防のための組織

的体制が整備されているか。

イ 入所している子どもの病気・事故等に対応するための研修や、事件・事故予防の

ための研修等が行われているか。

ウ 事件・事故が起きた際の対応を具体化した危機管理マニュアルは作成されている

か。

エ 事故防止のため危険個所点検リストを作成し、定期的に施設内の安全点検を実施

し、その記録は整備されているか。

「個々の子どもの特性や家庭状況に応じた生活指導、職業指導、家庭復帰又は自立（６）

支援に向けた適切な指導・援助が行われているか」について

ア 子どもの個々の年齢や成熟の度合、特性に応じた自立支援計画を作成し、子ども
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